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△ 電子申告の実験に源泉所得税を追加

Q ●
● 電子申告の実験に向け検討が進められ

ているようですが、どのよな状況でしょうか。

A:実験には、法人税・所得税・消費税に
加えて源泉所得税も採り込まれることになり

ました 。

【解説】

国税庁では、2003年の電子申告導入に

向けた作業を急ピッチで進めています。これ

に先立って、通常の紙での申告と並行して本

年から実験が実施されます。

実験は、実験税務署管内の納税者により作

成された申告データが、インターネット網又

は電話回線網により、国税庁の受付システム

に送信され、その後、国税庁から専用回線に

より実験税務署に送信され、同署でのデータ

の検索、照合などの処理が一連の流れとして

行われます。

その実験システム開発のため、コンピュー

夕会社など民間業者への説明会が開かれてい

ますが、2月に示された実験システム開発等

仕様書案では、今回の仕様書案の前提となっ

た昨年11月時点での業者向けの説明書より、

法人税・所得税については対象帳票が増える

とともに、源泉所得税が追加されて、所得税

徴収高計算書が対象とされています。

実験開始時期については、早ければ7月以

降とされ、法人については、毎月申告期があ

るため、それ以後と考えられますが、個人に

ついては、確定申告期の来年2月以降と思わ

れます。
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